















Medical History of Mild Concussion in American Football College Athletes  
and Abnormal Findings in Head and Neck MRIs 
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盪と定義している（平川 2002；Gennarelli, Spielman, Langfitt, Gildenberg, 




































 脳振盪の特徴については、2004 年プラハで開催された第 2 回国際スポーツ脳振盪
学会で以下のように解説している（谷・MrCrory・川又・荻野・森 2006；McCrory, 





















































 2.1 対象者について 















 2.3 メディカルチェックの頭頚部MRI画像所見について 




























  脳振盪 
  なし群（46名） あり群（38名） 
形態異常所見 なし群（77名） 43 34 
あり群（7名） 3 4 





  脳振盪 
  2回以上なし群（59名）2回以上あり群（25名） 
形態異常所見 なし群（77名） 55 22 
あり群（7名） 4 3 











 4.1 脳振盪の発生状況について 
 頭部外傷の軽症例として本研究で取り上げた脳振盪に関する報告は非常に多く、米
国ではアメフト競技人口100万人に対して、年間4万人が脳振盪を受傷すると言われ
ている（Powell and Barber-Foss 1999）。また、大学生より高校生の脳振盪受傷率は、
さらに高くなり、4,000人の選手が1試合もしくは1回の練習で脳振盪が1回発生す
ると統計的に報告されている（Kelly and Rosenberg 1997）。一方、日本の13年間に
よる大学アメフト現場における調査報告（藤谷ら 2006）によると、脳振盪は 235 件













の CT や MRI などの画像診断法の普及により、偶然に発見される機会が増加した結
果である。本研究では、アメフト競技歴が 1 年以上である選手 84 名のうち、形態異

























































既往歴のない選手と比較して、4-6倍高くなる（Kelly and Rosenberg 1997；Zemper 
2003）といわれている。脳振盪を慢性的に繰り返すと、脳の委縮により、パンチドラ
ンカーと呼ばれる永続的な認知機能の障害などを引き起こす可能性についても指摘さ







又・片山2002；Cantu 1998；McCrory and Berkovic 1998；Nowinski 2007；Saunders 
and Harbaugh 1984）。2度目の脳振盪も軽度なものが多く、選手はしばらく競技を

































脳振盪は、異常所見なし群34 名／77 名（44.2%）に比べ、異常所見あり群 4 名
／7名（57.1%）が有意に多かった（p＜0.01）。 
5) ②脳振盪2回以上なし群59名とあり群25名×③異常所見なし群77名とあり群7
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